
マイナンバーカードを活用した高齢者等への移動支援
（群馬県前橋市、前橋地区タクシー協議会、（一社）ＩＣＴまちづくり共通プラットフォーム推進機構（ＴＯＰＩＣ））

過度な自動車依存社会
 1人あたりの自家用車保有率 群馬県が第１位
 自家用車の旅客輸送分担率 平成７年以降90％超
 100ｍ未満の移動でも4人に1人は自動車を利用

自家用車に頼らない外出を支援するマイタク
 登録者数約2.4万人、月間約2.5万件利用の好評な制度

従来の紙での運用には多大な負担と様々な課題
 毎月約2.5万枚の利用券の回収、データ入力・確認、

年度当初の全登録者への利用券郵送等の膨大な事務処理
 利用者には利用券忘れや紛失などの不便

マイナンバーカードで便利でお得に元気に外出
（高齢者等移動困難者へのタクシー運賃補助「マイタク」のマイナンバーカードを活用した電子化、自動化）
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マイナンバーカードで利用券を電子化
運行データ作成等も自動化

紙 ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ 効果

利用者１人あたりの
印刷郵送費

224円 ０円 100%減
利用券１枚あたりの
作業時間

運転手 120秒
事務員 120秒

運転手 60秒
事務員 ０秒 75%減

タクシー会社・市役所の事務負担・コストの大幅縮減、利用者の利便性向上を実現

利便性の向上（アンケート結果）

📢📢 利用者の86%が 「便利」、 85%が「継続的に利用したい」

📢📢 タクシー会社事務担当者の80%が「便利」

事業効果 拡張・展開の可能性
将来的に健康保険証や共通診察券としても活用

されるマイナンバーカード１枚で、病院までの移動と
受診が可能となる（マイタクの利用目的第一位は通院）

 マイナンバーカードを回数券として活用する仕組み
であり、福祉チケットや施設利用券等としても利用
可能で、全国の自治体への横展開も期待できる

自動運転による無人走行においても、個人の属性に
応じた適切な支援の実施を可能とする仕組み
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